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１ . はじめに

　用水は，農村環境の保全，農産物・農機具の洗浄，防火，生態

系保全，親水の場などの役割を担っている。また，水田等に配水

された後の水は，水生生物の生息環境確保や地下水涵養源として， 

多面的な役割を果たしている。しかし，水道の普及，農薬の使用，

用排分離など近年の都市化の進展に伴い，例えば農業用水路に蓋

がされることによって，多くの用水においても，旧来の多面的な

機能と長い水利用の歴史のなかで培われた人と用水との生活面で

の関わり合いが希薄となるケースが増えている。一方，近年の環

境に対する意識の高まりを受け，人と用水の関係が見直され，三

島市の源兵衛川における住民主体の用水活用１），金沢市における

辰巳用水の遊歩道整備などをはじめとした保全活用のビジョンや

戦略づくり２），小田原市の千年蔵構想による小田原用水や荻窪用

水の民間団体の活用の取り組みなど３），まちづくりへの観点から

活用する動きも見られるようになってきた。これらの動きに伴っ

て，まちづくりに関する用水に関する既往研究も多く見られるよ

うになった。

　まちづくりの観点から捉えた用水に関する研究として，東京都

では，牧らが旧三田用水を４），森らが目黒川流域における緑地を

対象として５），用水路の歴史的変遷や文化的景観面から価値発掘

を試みており，山下らが玉川上水・緑地・その他の周辺空間を対

象に住民との関わりに着目した研究を行なっている６）。また，地

方部では，塚田らが群馬県の広瀬川を対象として歴史的変遷と前

橋市内外の居住者による景観評価を行い７），田中らが福島県喜多

方市の水利組合が運営する用水浚渫ボランティアの参加の継続要

因８），市川らが白子川流域の水路跡の雨水流出抑制による治水効

果を試みている９）。このように，用水に関する研究は，歴史的な

変遷や文化的，景観形成からの観点，地域交流の関わりや動態か

らの観点から研究が進められている。

　近年，建造物の歴史的あるいは文化的な価値，あるいは住民交

流の形成といった無形のものについても，経済的なインセンティ

ブから検討が試みられている。用水を対象に CVM を用いた研究

としては，瀧本らが都市型用水の持つ機能として，景観保全や安

らぎ，交流の場としての評価が高いこと，住民の意識が都市内で

異なること，水路の見通しが支払い額に影響を与えていることな

どを挙げている 10）。田野らは，石川県の金沢用水と七ケ用水を

対象に，農村型用水と都市型用水の特性を比較し，生活手段とし

ての農業型用水が高く評価されている結果を示している 11）。小

谷らは，滋賀県甲賀市の野洲川用水を対象に，治水，生態系保全，

水質保全，景観保全，親水・レクリエーション，農業生産を除く

生産活動および日常生活を多面的機能として捉えて評価をしてい

る 12）。

　しかし，都市化が進んだ地域の用水を，都市計画やまちづくり

の観点から歴史・文化資産として捉えて環境価値を定量化した研

究は少ない。良好な環境形成を重視する今後の都市計画やまちづ

くりの推進において，用水の多面的機能の発掘や，環境価値の定

量化は，政策を検討する上で意義のあるものと考える。さらに，

これらには，用水の環境保全と地域における交流を踏まえた検討

も必要であると考える。そこで，本研究では，用水を史跡や文化

財としての認知特性から位置づけを把握すること，用水の周辺環

境を維持することへの価値を定量化すること，用水を包括する地

域交流への住民意識を検討することを通じて，環境価値の多面的

な評価に新たな視点を加えることを着眼点としている。

２．研究対象の概要と研究方法

（１）研究対象の概要

　本研究では，地域住民に歴史的・文化的な用水として親しまれ

ていながら，かつては農村であったが今日は，市街地である用水

を選定する。このため，都市化が進められことによって，農村が

市街化され，かつ豊富な史的・文化財を有する群馬県前橋市の総

社地区とした。なお，対象とする用水は，地区を南北に流れる天

狗岩用水を対象とした。
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　天狗岩用水は，前橋市総社町地内を最上流とし，取入口を坂東

大橋付近の利根川左岸とする全長が約 25 ㎞，標高が 127～54m

の前橋市，高崎市，玉村町に跨る都市近郊水田地帯の灌漑面積が

約 1,568ha の利根川を水源とする農業用水である（図－１）。天

狗岩用水は，1604 年に植野城（総社城）の城主である秋元長朝

が植野堰を設け，領内発展の為に開削した 400 年余の歴史を有す

る農業用水である。領民の協力を得るために「3 年間の免租」を

行うことによって，地元の農民の労力によって当時の開削工事が

行われたのを起源とする。開削後は，利根川の洪水や台風など，

度重なる水害により幾度となく被害を受けるが，その都度，地域

住民により復旧作業が行われ，大切に守られることによって地域

の農業経営の安定に大きく貢献した。

　用水の管理は，1882 年に天狗岩水利土木工会が組織された。

天狗岩水利土木工会は，1892 年に天狗岩堰普通水利組合と改称し，

1952 年に天狗岩堰土地改良区が組織され，坂東大堰土地改良区

連合からの引水，かんがい施設の維持管理，かんがい施設が災害

を受けた場合の災害復旧事業を行った。天狗岩用水には，1894

年に，前橋電燈株式会社が日本で 5番目となる営業用水利発電所

を設けた。植野堰は，1947 年，キャサリン台風により決壊したが，

1948 年には，坂東大堰普通水利組合が組織され群馬県営坂東大

堰合口事業として整備され 1951 年に竣工した。その後，天狗岩

用水は，坂東合口１期事業により造成された電気農業合同取水工

により東電佐久間発電所の放水路トンネルから直接取水している。

天狗岩用水を利用する発電所として，1982 年に群馬県企業局の

所管である県営天狗岩発電所が完成した。この発電に伴う覚書の

締結によって，毎年 300 千円が群馬県企業局から天狗岩堰土地改

良区に支払われている。

　天狗岩堰土地改良区維持管理計画書では，県営天狗岩土地改良

事業等の施設の的確な維持管理を行い，水管理の適正を期し農業

生産の向上と農業経営の安定を図ることを目的に維持管理計画を

定めている。維持管理は施設管理と用水管理に大別される。施設

管理は，①水路に堆積する土砂の浚渫及び水路内の雑物除去，除

草並びに管理用道路の法面の草刈，②水路の分水工，余水吐，取

水ゲート等についての点検，鉄製門扉その他金具の錆び止め塗装，

③水路構造物の修築・災害復旧工事，④施設及び周辺の危険防止

などの監視巡回を行う。また，用水管理は，①干ばつ時における

措置，②洪水時その他非常事態の措置，③断水における用水配分，

制限，緊急体制，修繕の対応を行う。　同計画書には，管理に要

する費用の概算が示されており，年間事業費 6,247 千円（坂東大

堰土地改良区連合負担金 450 千円，導水路等施設修繕費 3,000 千

円，管理委託費等 2,797 千円）である 14）。

　1988 年群馬県かんがい排水事業による水路改修に伴い，水路

沿いに管理用園路の用地が確保され，2001 年から 2003 年に地域

用水機能増進事業により花壇等の環境整備が行われた。現在，用

水路沿いには，用水の管理用道路が設けられており，地元住民に

遊歩道として開放されている。天狗岩用水遊歩道愛護会は，2003

年に農業用水の多面的な機能を重視，広域的な視野で管理に協力

するため，総社地区の自治会を中心に，清掃，植栽管理をするた

めに設立されたボランティア組織である。団体は男性 100 名，女

性 50 名で構成されている。この組織は，用水路の広域的な範疇

で管理に参加する体制するため，総社地区の自治会が中心となっ

て，組織運営を行なっている。具体的な日常管理の活動内容とし

ては，施設の点検，遊歩道の除草作業，修景のための植栽や種ま

き，研修会等がある。また，この活動を行うための年間予算は，

約 1,200 千円となっており，苗木代，資材代などの購入のための

費用に充てられている。なお，年間予算のほぼ全額は補助金を財

源としている 15）。

（２）研究方法

　本研究は，歴史・文化的価値を有する天狗岩用水をまちづくり

のための資産として捉えた場合，その価値を明らかにする必要が

あるため，以下のような仮説を設定した。「天狗岩用水の価値は，

評価者の属性により異なると思われたため，属性における相違が

用水の認知構造に影響を与え，それが用水の価値評価（支払い意

思額）へ影響を及ぼすものとする。一方で，評価者の生活環境と

地域交流の程度によっても価値評価が異なる。」とした。設定さ

れた仮説を踏まえて，天狗岩用水の沿線の居住者を対象としたア

ンケート調査を行った（表－１）。なお，調査対象地域の選定に

際し，天狗岩遊歩道愛護会が重点的に管理している用水沿線とし

た（字総社，字植野地域）。また調査対象世帯は，地域内の 3359 

世帯から無作為に 1000 世帯を選んだ。アンケート調査で得られ

たデータは，図－２の流れに沿って分析を行った。分析は，以下

の 3つの視点により , 検討を行った。

　１つ目は，天狗岩用水が，前橋市や総社地域における史跡や文

化財等と比べて，どのように認知されているかを調べるため，前

橋市及び総社地域周辺の史跡や文化財など 45 個を選定した。45

個の選定に当たっては，前橋市内と調査対象地域（総社地区及び

元総社地区）に存在する遺跡・文化財，先人・有名人，神社・仏

閣，伝統行事，名所・公園などに関する前橋市のホームページや

観光案内で紹介されることの多いものを参考に，筆者らが 45 個

図－１　天狗岩用水周辺の位置図 13）
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を設定した。アンケート調査では，45 個の選択肢から被験者が知っ

ているもの全てを選んでもらった。また，知っている史跡や文化

財の中でも，郷土の誇りと思われる対象を 5つまで選んでもらっ

た。調査の結果は，天狗岩用水と他の選択肢である史跡や文化財

等との位置づけを明確にした上で，被験者の性別や世代別，居住

年数との認知特性を把握するため，知っているものを「1」とし，

それ以外を「0」として，ダミー変数化した。このダミー変数は，

数量化理論第Ⅲ類（エクセル統計 2010）を適用して分析を行う

ことにより，性別や世代の属性における認知特性の把握を試みた

（第 3章）。

　２つ目は，天狗岩用水の環境財としての価値を定量的に明らか

にするため PSM による分析を行った。PSM とは，価格感度測

定法（Price Sensitivity Measurement method）と称され，「下

限価格 ｣，「最小抵抗価格 ｣，「無差別価格 ｣，「上限価格 ｣ の 4 つ

の金額を発見する分析である。下限価格とは，安すぎる金額と安

いと思わない金額の交点 （安さの限界点）である。最小抵抗価格

とは，高すぎる金額と安すぎる金額の交点（支払い抵抗が最も低

くなる点）である。また，無差別価格とは，安いと思わない金額

と高いと思わない金額の交点（サービスと金額のバランスが取れ

た交点）である。上限価格とは，高すぎる金額と高いと思わない

金額の交点（高さの限界点）である。PSM は，マーケティング

分野で多用されている手法である。CVM のように直接的に価格

を聞く方法でなく，消費者の心の中に形成される価格のイメージ

や価格観を質問することを特徴とする。目黒らの財政負担を考慮

したバス交通のプロジェクト評価に関する研究 17）や湯沢の都市

地域における市民農園 18）の環境価値を測定した研究がある。本

研究では，天狗岩用水が環境財として地域で利用されている現状

を踏まえ，心の中に形成されるイメージを具体的に示す必要があ

ることから PSM による分析を採用した。

　アンケート調査において，「天狗岩用水は，総社地区にとって

は農業用水や地域の環境を守る上で重要な施設です。また歴史的

に見ても重要な施設でもあります。しかし，天狗岩用水周辺の環

境を維持するためには，費用が必要となります。天狗岩用水周辺

の環境を維持するために，市民から税金を徴収するとした場合，

あなたにとってどの位が適当だと思いますか。」と仮定の状況を

説明した。回答は，【年間の一世帯あたりの徴収金額】の中から，

「天狗岩用水周辺の環境」を維持するために「役に立たない金額」，

「安いと思われる金額」，「高いと思われる金額」，「これ以上に高

くなるならば，周辺の環境悪化もやむ得ないと思われる金額」の

各々について，表－２に示す金額 1から金額 4の 4つのケースで

金額を調査した。なお，調査に際して，「この質問は，天狗岩用

水の環境価値を評価するものであり，実際に税金は徴収しません」

という説明書きを加えた。これにより被験者が高めに評価するこ

とも考えられるが，この点に関しては今後の研究課題とした。回

答に際して，選択してもらった金額は，PSM 分析に関する既往

研究 0 円から 10,000 円までの 19 段階で設定し，分析の性質上か

ら金額 1が最も安く，金額 4が最も高くなるように回答してもらっ

た。この結果については，ロジスティック曲線で回帰を行い，天

狗岩用水の周辺の環境価値を貨幣換算値として定量化した（第４

章）。

　３つ目は天狗岩用水における認知特性や環境価値の背景に天狗

岩用水周辺の生活環境と地域交流の評価との関連性を仮定した。

この関連性を把握するため，生活環境と地域交流に関して地域住

表－１　アンケート調査の概要 表－２　提示した設問内容と金額

図－２　研究のフロー
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民 10 名（字総社居住，天狗岩用水遊歩道愛護会，会長と役員 9

名）と意見交換を行い，筆者らがブレーンストーミングにより抽

出された内容を整理して代表的な 14 項目の内容にまとめた。14

項目の内容については，アンケート調査によって，5 段階（1：

非常に不満，2：やや不満，3：普通，4：やや満足，5：非常に満

足）で評価してもらった。評価の結果は，性別・年代・居住年数

にまとめ，因子分析によって抽出された因子軸に属性別に得られ

た因子得点の平均値をまとめるすることによって属性別の傾向を

検討した。（第 5章）。最後に本研究で得られた結果について属性

別の知見から捉えて総合的に考察するとともに，今後の展望につ

いて整理を行った（第 6章）。

３．天狗岩用水の歴史的・文化的な認知特性

　表－３は，「あなたが現在住んでいる総社地区や前橋市内の史

跡や文化財などについて，知っているものはありますか。（複数

選択）」という設問の認知状況について全体，性別，年代，居住

年数の属性から整理したものである。表の認知率とは，各々の史

跡や文化財の認知数を各々の属性における回答数で除した値の百

分率である。認知度が最も高かったのは，「総社古墳群」であり，

全体で 98.4％の認知率であった。「天狗岩用水」は，15 位に位置

しており，認知率は 94.1％であった。性別，年代，居住年数の各々

の属性の認知に着目する。性別の認知率は，男性が 95.2％，女性

が 90.5％であった。年代別の認知率は，40 歳代未満が 84.0％，

40 歳代が 90.5％，50 歳代が 94.6％，60 歳代が 98.5％，70 歳代

が 96.1％，80 歳代以上が 92.6％であった。年代別の認知率につ

いて，50 歳代以下と 60 歳代以上と括った結果の認知率は，50 歳

代以下が 90.4％，60 歳代以上が 96.4％であった。居住年数では，

30 年以上が 97.1％，30 年未満が 88.6％であった。

　表中のカテゴリ数量及びサンプルスコア量は，被験者の史跡や

文化財等における認知特性を把握するために，数量化理論第Ⅲ類

で分析を行い，抽出された第 1 軸の値を示したものである（第 1

軸寄与率 23.79％）。第 1 軸の正の方向は，「発電所跡」，「力田遺

愛の碑」，「鳥追い祭り」など，総社地域周辺の史跡や文化財が位

置した。第 1 軸の負の方向は，「前橋花火大会」，「前橋七夕祭

り」，「こんにゃく」，「焼きまんじゅう」など総社地域に限定され

ない前橋市の行事や物産などが位置した。

　この結果から，第 1 軸の正方向を「総社地域」と解釈し，第 1

軸の負方向を「前橋市域」と解釈した。カテゴリスコア量の値か

ら天狗岩用水は，「前橋市域」の史跡・文化財と解釈された。ま

た，「あなたにとって郷土の誇りと思われるものを選んでください。

表－３　史跡や文化財等の認知特性 16）



150 ランドスケープ研究（オンライン論文集）Vol.7（2014）

（5 つまで選択）」という設問において，「上毛かるた（213）」に

次いで「天狗岩用水（198）」が多く選ばれた。この結果から「天

狗岩用水」は，全体，男女の性別，50 歳代以下と 60 歳以上の年

代別のいずれにおいても 9 割以上の認知率があり，45 個の史跡

や文化財等と比較して高く認知されていた。居住年数では，30

年以上が 9 割以上の認知率があったが，30 年未満の認知率は

88.6％であった。総社周辺地域の「総社古墳群」，「上毛かるた」，

「萩原朔太郎」など前橋市域を代表する物産，有名人と同様に誇

りと思われるものと認知されていた。なお，認知率と数量化理論

第Ⅲ類におけるサンプルスコア量の値から，男性が女性より，60

歳代以上が 50 歳代以下の世代より，居住年数 30 年以上が 30 年

未満より，「前橋市域」の史跡・文化財を高く認知する傾向が窺

われた。

４．PSM による環境価値の評価

　図－３は，天狗岩用水の環境価値を計測するために設問におけ

るアンケート調査の結果について，支払い意思の有無を年代別に

整理したものである。図より，60 歳代以上について，「0 円また

は回答なし（金額 1 から金額 4 まで払いたくない）」が占める割

合が，大きくなる傾向があった。これは，60 歳が企業等の定年

雇用年齢であることから，これにより収入や生活形態が大きく変

化する年齢であることや，環境の維持を税金で代替するという行

為への抵抗などが考えられた。

　金額を提示した回答者はアンケート調査の回答総数の 77％であっ

た。得られたデータに基づき，PSM 分析を行った。まず，金額

１と金額２の回答を金額の高い順に累積集計し，金額３と金額４

の回答を金額の低い順に累積集計した。これは，金額１と金額２

は徴収金額として安いと感じる金額として提示された金額である

ため，金額が下がるにつれ安いと感じる人が増える。このため，

累積比率は金額の上昇とともに減少していく。一方，金額 3と金

額 4は徴収金額として高いと感じる金額として提示された金額で

あるため，金額が上がるにつれ高いと感じる人が増えるためであ

る。このため，累積比率は金額の上昇とともに上昇していく。次

に，累積集計した結果から比率を計算し，金額２と金額３につい

て余事象を求めた。なお余事象の算出方法は，1.0 から累積比率

を減じたものである。金額２の余事象は金額 2’，金額 3の余事象

は金額 3’ とする。次に上限価格等 4 つの金額を算出するために

ロジステック曲線を採用して回帰した。なお，回帰式は式（1）

を用いた（図－４）。

　Y=1/ （1+exp （aX+b））・・・（1）

　Y：累積比率，X：金額，a，b：パラメータ

　各金額のパラメータ a，b，決定係数 R2 について，表－４に示

した。この曲線グラフには 4つの交点があり，各交点は，金額１

と金額 2’の交点 P1 が「下限価格 ｣，金額１と金額４の交点 P2

が「最小抵抗価格」，金額 2’ と金額 3’ の交点 P3 が「無差別価格」，

金額 3’ と金額 4 の交点 P4 が「上限価格 ｣ である（図－４）。各

交点の金額は，「上限価格」が 3,382 円，「下限価格」が 298 円，

「最小抵抗価格」が 1,622 円，「無差別価格」が 2,217 円となった。

　また，表－５は，性別，年代，居住年数の属性の集計を示した

ものである。各々の属性において最少抵抗価格に着目すると，性

別では男性（1,931 円）が女性（1,516 円）より，415 円高い値で

あった。年代別では 50 歳代以下（1,900 円）が 60 歳代以上

（1,402 円）より 498 円高い値であった。居住年数では，30 年以

上（1,918 円）が 30 年未満（1,538 円）より，380 円高い値であっ

た。設問では天狗岩用水周辺の環境維持の効用として，地域の環

境と歴史資源の保全を挙げている。このため，高い支払い意思額

を提示した背景には，男性が女性より，居住年数 30 年以上が 30

年未満より，地域の環境や歴史文化について高く評価しているの

ではないかと考えられた。なお，60 歳代以上が 50 歳代以下の世

代より，支払い意思額が低い背景として前述したように収入や生

活形態の変化，環境の維持を税金で代替する行為への抵抗が考え

られた。

　前橋市の総社地区は，2012 年度末の人口総数は 12,046 人であり，

65 歳以上の人口は 2,708 人（人口総数に占める割合 22.48％）で

ある。本研究で実施したアンケート回答者の年代別属性比率から

捉えると，高齢者が集中した地域に偏った傾向があった。この問

題も踏まえて，アンケート対象地区の総社地区の中でも今回アン

ケート調査を行った地域である字総社地域の世帯数 2,021 世帯

（人口 4,667 人）と字植野地域の世帯数 1,338 世帯（人口 3,312 人）

の合計 3,359 世帯 19）を母数とし，世代別で提示された 60 歳代以

表－４　PSM 法による分析結果

図－３　年代別における支払い意思の有無

図－４　ロジスティック曲線

表－５　PSM 法による属性別集計
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上の最小抵抗価格 1,402 円（属性別で示された最低価格）を一世

帯当たりの基礎評価額とした場合，天狗岩用水周辺の環境を維持

するための環境価値として年間約 3,626 千円及びを算出した（地

区の世帯において本調査により支払い意思額を提示した割合の

77％世帯が賛同するとした場合）。この金額は，2011 年度の「天

狗岩遊歩道愛護会」の年間予算である 1,200 千万円（国による補

助金）と比較すると約 3倍となる。従って，年間予算と比較して

も天狗岩用水周辺を維持していく環境価値は十分に高いものと判

断することができる。

　このように天狗岩用水周辺の環境を維持するための価値を

PSM により，貨幣換算して定量化することができた。

５．生活環境と地域交流の評価

　天狗岩用水周辺における生活環境と地域交流の現状を把握する

ため，生活環境と地域交流の内容である 14 項目について満足度

を評価してもらった結果を図－５に示した。図より，項目間の比

較により調査地区においては，「防犯パトロール」が 51.5％，「資

源リサイクル」が 48.0％と満足度（非常に満足とやや満足度の全

体に占める割合）が高い結果となった。これに比較して，「行政

つながり」が 16.8％，「近所互助」が 15.2％，「近所まとまり」

が 14.7％と満足度（非常に不満とやや不満の全体に占める割合）

が低い結果となった。

　表－５は住民同士の関わり合いの評価結果に，因子分析を適用

して代表する 4つの因子を抽出したものである。第 1因子は，「学

校つながり」や「老人会」など地域組織に関する変数の因子付加

量の値が大きいことから，「地域組織」と意味付けを行った。第

2 因子は，「歴史文化財」，「伝統文化行事」など歴史や文化に関

する変数の因子付加量の値が大きいことから，「歴史文化」と意

味付けを行った。同様に，各変数の因子付加量の値から，第 3因

子を「地域活動」，第 4因子を「近所」と意味付けを行った。

　表－６は，男性が女性より，居住年数 30 年以上が 30 年未満よ

り，「地域組織」，「歴史文化」，「地域活動」を高く評価している

傾向が窺われた。男性が女性より，居住年数 30 年以上が 30 年未

満より，ともに天狗岩用水周辺の環境維持に高い支払い意思額を

提示していることから，生活環境と地域交流における「地域組織」，

「歴史文化」，「地域活動」の因子へ評価との関連性が背景として

考えられた。なお，60 歳代以上が 50 歳代以下の世代より，「歴

史文化」や「地域活動」を高く評価したものの，「地域組織」が

低い評価となった。60 歳代以上は天狗岩用水周辺の環境維持に

50 歳代以下の世代より，支払い意思額が低い。このため，支払

い意思額と生活形態の変化における「地域組織」の因子への評価

との関連性が背景として考えられた。

６．まとめ

　本研究の成果と今後の課題は以下のとおりである。

（１）本研究の成果

　天狗岩用水は，前橋市域の史跡・文化財と解釈され，男性が女

性より，60 歳代以上が 50 歳代以下の世代より，居住年数 30 年

以上が 30 年未満より，前橋市域の史跡・文化財を高く認知して

いる特性が明らかになった。天狗岩用水の環境維持のための支払

い意思額は，男性が女性より，居住年数 30 年以上が 30 年未満よ

り，支払い意思額が高く提示された傾向が明らかになった。既往

研究８）においてボランティア参加の継続要因に共同作業を通じ

た交流や作業での意義の実感が挙げられていること，現在の天狗

岩用水愛護会の参加者に男性 2/3 を占めている。このことからも，

男性が女性より，居住年数 30 年以上が 30 年未満より，地域の生

活環境と地域交流の評価において，地域組織，歴史文化，地域活

動を高く評価していることから，支払い意思額と評価との関連性

が背後要因として推察された。

　用水の環境価値の評価において性別，年齢などの属性に相関が

認められないとする既往研究 20），21）があるが，本研究では，対象

表－７　属性別の因子得点の平均値

表－６　因子分析の結果

図－５　生活環境と地域交流の評価結果
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とする用水が異なるものの，性別，世代別，居住年数に着目し，

認知度，PSM 分析，地域交流の評価を捉えることで，これら属

性における特性を見出すことができた。また，農村型用水が都市

型用水と比較して高く評価されている 11）既往研究と比較して，

今回の天狗岩用水の認知度や PSM の算出結果は，用水のみでな

く，用水と遊歩道の価値が評価されている。このため，遊歩道の

ない一般の用水より高い額が算出されたことも推察される。なお，

高齢者の直接的な便益（生きがい対策や交通問題）を扱う既往研

究 17），18）との比較では，天狗岩用水の環境を維持することが，60

歳代以上に直接的な便益をもたらすことがない。また，60 歳代

以上の世代は，収入や生活形態の変化，用水の保全活動が税金で

代替されることへの抵抗が，支払いの拒否や提示額の低さに影響

した背景が推察される。

　以上の本研究の成果は，今後の用水を活用した都市計画やまち

づくりの施策の立案に際し，プロジェクト評価や用水の環境保全

の維持継承の組織などの検討にあたり基礎的知見として意義があ

ると考える。

（２）今後の展望

　数量化理論第Ⅲ類による史跡や文化財の認知度におけるサンプ

ルスコアにおいて，年代が高くなるにつれて，前橋市域の史跡や

文化財としてよりも，総社周辺地域の史跡や文化財を認知する傾

向があることが窺われた。この認知の傾向と，用水の愛護活動へ

の参加行動や環境を維持するための支払い意思への因果関係につ

いて，今後さらに検討を行う必要があると考える。

　天狗岩用水の環境を維持するための貨幣価値を PSM による分

析を行い，可視化することができた。今回示した金額比較は，単

純に天狗岩用水の周辺環境を維持するための天狗岩用水愛護会の

年間予算額と比較したものである。用水には多面的な環境の価値

を有するため，さらなる精査が必要である。また，世代が「60

歳代以上」が「50 歳代以下」と比較した場合，地域の史跡や文

化財として価値を認知しながらも支払い拒否や支払額が低額であっ

た傾向について，設問のあり方を含めて，さらに検討する必要が

あると考える。

　さらに，本研究では，具体的な交流の場としての構造的の関連

性を示めさないまま，性別，世代別，居住年数の属性から相違性

があるとして論述した。この点については，世代属性と交流の場

としての構造的な関連性を文献調査とアンケート調査のみならず，

活動している関係者（ボランティア）への聞取り調査を行うこと

も必要であると考えられるが，これらについては今後の課題とし

たい。
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